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本日の講演内容

斑点米カメムシ類に関する最近の話題
• 近年の発生動向
• 発生に影響する要因
• 気温の影響
• 再興害虫イネカメムシ

総合防除における斑点米カメムシ類対策
• 斑点米カメムシ類の防除
• 総合防除に役立つ研究開発事例

• 発生状況
• 生態と特徴
• 発生増の要因
• 被害と防除



本田におけるイネカメムシの発生

7月 8月 9月

越冬世代成虫 第1世代成虫

第1世代幼虫

• 日本の多くの地域では年1回の発生、暖地では2回発生する場合がある

• 越冬成虫が7月中旬に出穂した早生水稲に飛来し、加害

• 7月下旬頃から8月下旬頃まで産卵がみられ、産卵の盛期は8月上旬

茨城県南部における本田でのイネカメムシの発生状況

石島（2021）を改変
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アカスジカスミカメの場合

加害・増殖※

石島（2024）を一部改変

越冬場所
雑草地・畦畔

水田
（早期）

水田
（普通期）

スズメノカタビラ、メヒシバ、イタリアンライグラス、ヒエ
越冬卵
孵化 雑草地で増殖 雑草地で

増える

移植 出穂 収穫

移植 出穂 収穫

本田におけるイネカメムシの発生生態①
他の斑点米カメムシは…

侵入

侵入

※アカスジカスミカメは水田内の雑草で増殖

加害・増殖※
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アカスジカスミカメの場合

加害・増殖※

石島（2024）を一部改変

越冬場所
雑草地・畦畔

水田
（早期）

水田
（普通期）

スズメノカタビラ、メヒシバ、イタリアンライグラス、ヒエ
越冬卵
孵化 雑草地で増殖 雑草地で

増える

出穂2週間前の
畦畔の草刈りが

有効
移植 出穂 収穫

移植 出穂 収穫

本田におけるイネカメムシの発生生態①
他の斑点米カメムシは…

侵入

侵入

※アカスジカスミカメは水田内の雑草で増殖

加害・増殖※
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日本の多くの地域では年1世代、暖地や高温年は年2世代

成虫で越冬

移植 出穂 収穫
加害・増殖

移植 出穂 収穫
加害・増殖

移植 出穂 収穫
加害・増殖

越冬成虫

第1世代成虫

第1、第2世代成虫

越冬場所

雑草地・畦畔

水田
（早生）

水田
（中生）

水田
（晩生）

？ ？基本的には、雑草地・畦畔を
経由せず、直接水田に飛来 ？

イネカメムシの発生生態②
イネカメムシは…

石島（2024）を一部改変

侵入

侵入

侵入
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日本の多くの地域では年1世代、暖地や高温年は年2世代

成虫で越冬

移植 出穂 収穫
加害・増殖

移植 出穂 収穫
加害・増殖

移植 出穂 収穫
加害・増殖

越冬成虫

第1世代成虫

第1、第2世代成虫

越冬場所

雑草地・畦畔

水田
（早生）

水田
（中生）

水田
（晩生）

？ ？基本的には、雑草地・畦畔を
経由せず、直接水田に飛来 ？

畦畔管理は
有効でない

石島（2024）を一部改変

イネカメムシの発生生態②
イネカメムシは…

侵入

侵入

侵入



移植時期が異なる水田での発生消長（粘着トラップ）

30
石島ら（2020）を改変

茨城県南部：2019年
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イネカメムシの特徴

雑草への依存度が低くイネへの選好性が強い
越冬世代成虫は、必ずしも雑草地・畦畔を経由せずに水田に飛来

→ 畦畔等のイネ科雑草管理の効果は期待できない

成虫は出穂直後の水田に侵入して若い穂を加害
不稔を生じさせる → 大幅な減収

成虫は寿命が長く、移動性が高い
作期の異なる圃場間を移動して加害

幼虫や圃場にとどまった成虫の加害は斑点米となる
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本日の講演内容

斑点米カメムシ類に関する最近の話題
• 近年の発生動向
• 発生に影響する要因
• 気温の影響
• 再興害虫イネカメムシ

総合防除における斑点米カメムシ類対策
• 斑点米カメムシ類の防除
• 総合防除に役立つ研究開発事例

• 発生状況
• 生態と特徴
• 発生増の要因
• 被害と防除
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近年の高温傾向とイネカメムシの世代数

イネカメムシの年間世代数は「多くの地域で1回、暖地では2回となることがある」と
されてきた

→ 近年の高温傾向でイネカメムシの世代数は？

試算条件

予測：JPP-NETの有効積算温度計算シュミレーション

場所：茨城県龍ケ崎市のアメダス観測地点

発育パラメータ：発育零点15.8℃、有効積算温度344.8日度（八塚ら 2023）

仮定条件：
• 7月10日出穂の早生品種の出穂期に侵入した越冬世代成虫が1週間後の7月

17日に産卵する。
• 第1世代成虫の産卵までの期間も1週間とする。
• 晩生品種を想定した収穫期の10月末までに羽化する。
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第2世代
成虫

第1世代
産卵

第1世代
成虫

越冬世代
産卵

第2世代
成虫

第1世代
産卵

第1世代
成虫

越冬世代
産卵

10/308/278/207/172011－8/248/177/171995
10/58/268/197/172012－8/298/227/171996
10/168/278/207/172013－8/318/247/171997

－8/268/197/172014－9/18/257/171998
－8/228/157/1720159/298/238/167/171999
－8/288/217/172016－8/258/187/172000
－8/298/227/172017－8/298/227/172001

10/78/228/157/172018－8/238/167/172002
10/38/228/157/172019－9/89/17/172003
10/298/278/207/172020－8/258/187/172004

－8/268/197/17202110/248/268/197/172005
10/118/228/157/172022－8/318/247/172006
9/208/218/147/17202310/298/278/207/172007
9/198/208/137/172024－8/258/187/172008
9/208/218/147/172025－8/308/237/172009

9/228/218/147/172010

近年は晩生品種の収穫期10月中下旬頃までに第2世代の成育が完了する可能性が高い
→ 近年は関東でもおそらく年間世代数が２回になっている

茨城県龍ケ崎市におけるイネカメムシの推定世代数



雑草は本当に関係ない？
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イネカメムシ2齢幼虫に餌として与えたときの累積羽化率

％

平江・佐々木（2024）より作図

雑草のメヒシバやアワで成虫まで成育が可能

野外の雑草（メヒシバ、セイバンモロコシなど）で成虫・幼虫の目撃例がある

雑草でも生育が可能であれば、イネより出穂の早い雑草で成育する個体があるかも？
↓

• 年2回発生がしやすくなる？
• 少ないかもしれないが、雑草地もやはり発生源になる?



イネカメムシが増加した要因は？
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温暖化傾向
• 暖冬傾向→越冬時の生存率に有利に働く
• 夏季の高温小雨→発育・活動に好適な条件
休耕地・雑草地の増加→越冬・増殖場所・圃場への中継地
不適正な圃場の管理←人手不足・経済的制約（雑草管理・農薬の使用回数）
飼料用イネ栽培の増加←低コストで栽培するため防除が手薄になることも多い
有機栽培の増加←殺虫剤は使えない

斑点米カメムシ全般の増加要因

イネカメムシに特有な要因
作期分散←イネカメムシにとって好適な餌資源が長期間にわたって供給される

↓ ↓
↓ 温暖化と相まって、増殖しやすい環境に→年2回発生する地域も増える
↓

地域一斉の防除ができない←エスケープする可能性が高まる

（背景）・農地の集約化や請負による規模拡大→作期を分散させざるを得ない
・多様な品種の開発→作期の異なる品種が作付けされる



想定されるイネカメムシの生活環（近年の関東地方）
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越冬場所

早生 出穂→成熟

晩生 出穂→成熟

水田

越冬世代
第１世代

（高温年は越冬個体少？）

第２世代
（低温年は越冬個体×）

南斜面の落葉下、イネ科株元、ジャノヒゲなど 10-11月頃6月頃

7月頃

産卵 卵 幼虫 成虫or死亡

産卵 卵 幼虫 成虫
9-10月頃中生 出穂→成熟

産卵 卵 幼虫 成虫

第１世代

第２世代

基本的な生活環



想定されるイネカメムシの生活環（近年の関東地方）
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越冬場所

早生 出穂→成熟

晩生 出穂→成熟

水田

越冬世代
第１世代

（高温年は越冬個体少？）

第２世代
（低温年は越冬個体×）

特定の雑草

南斜面の落葉下、イネ科株元、ジャノヒゲなど 10-11月頃6月頃

7月頃

産卵 卵 幼虫 成虫or死亡

？ ？
？

？
産卵 卵 幼虫 成虫？ 産卵？ 卵？ 幼虫？ 成虫？

産卵 卵 幼虫 成虫
二番穂 出穂→成熟

9-10月頃

産卵 卵 幼虫 成虫？

中生 出穂→成熟
産卵 卵 幼虫 成虫

？

第１世代

第２世代
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本日の講演内容

斑点米カメムシ類に関する最近の話題
• 近年の発生動向
• 発生に影響する要因
• 気温の影響
• 再興害虫イネカメムシ

総合防除における斑点米カメムシ類対策
• 斑点米カメムシ類の防除
• 総合防除に役立つ研究開発事例

• 発生状況
• 生態と特徴
• 発生増の要因
• 被害と防除



イネカメムシの加害部位と加害時期

40竹内ら（2004）より

• 籾の加害部位は、カメムシの種による特異性が高い。
• イネカメムシ、クモヘリカメムシ、アカスジカスミカメは、胚乳が縦伸長途中から幅伸長

途中の籾を主に加害し、ホソハリカメムシはより登熟が進んだ籾も加害する。

イネカメムシ クモヘリカメムシ アカスジカスミカメ ホソハリカメムシ
イネカメの加害
部位は基部に

集中する斑点米カメムシ類4種によって吸汁行動が行われた位置



イネカメムシによる不稔、斑点米を防ぐための散布時期
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本田ら 2021より

不稔防止には出穂0日後（出穂直後）、斑点米防止に
は出穂8日後（穂揃期）の散布効果が高い

場所：山口市
品種：ヒノヒカリ
移植：6月14日



イネカメムシ防除における留意点や方向性

42

イネカメムシによる不稔被害を抑制するためには出穂期に薬剤を散布

斑点米被害を抑制するためには穂揃い期以降の散布も必要

早生、とくに地域で最初に出穂する圃場には越冬成虫が集まりやすい

晩生の圃場には当年世代成虫が集まりやすい

できれば、地域でまとまった面積を同時に防除した方が効果を期待できる

ひこばえ（二番穂）は餌の供給源・増殖場所となる可能性があるので、できれば
出穂させない

再生二期作では、イネカメの対策がとくに重要になる

殺虫剤を散布できない有機栽培などは成虫が集まりやすい時期に出穂する栽培
は避ける

感受性低下を招かないために特定の殺虫剤の連用は避ける
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本日の講演内容

斑点米カメムシ類に関する最近の話題
• 近年の発生動向
• 発生に影響する要因
• 気温の影響
• 再興害虫イネカメムシ

総合防除における斑点米カメムシ類対策
• 斑点米カメムシ類の防除
• 総合防除に役立つ研究開発事例
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総合的な病害虫・雑草管理（総合防除、IPM：Integrated Pest Management）とは、
• 予め病害虫・雑草の発生しにくい環境を整え（輪作、抵抗性品種導入、土着天敵利用等）、
• 発生予察情報等の活用により、
• 病害虫の発生状況に応じて、天敵（生物的防除）や粘着板（物理的防除）等の多様な

防除方法を適切に組み合わせ、
→ 環境への負荷を軽減しつつ化学農薬の使用量を必要最低限に抑え、経済的な被害が生じる

レベル以下に病害虫・雑草の発生を抑制する防除体系です。
（出典）農林水産省植物防疫課HP

総合防除とは（マニュアルにおける解釈）・・・P.9

「総合防除」とは、
• 有害動物又は有害植物の防除のうち、その発

生及び増加の抑制並びにこれが発生した場
合における駆除及びまん延の防止を適時で経
済的なものにするために必要な措置を

• 総合的に講じて行うものをいう
（出典）植物防疫法
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総合防除とは 総合防除の考え方（概念）・・・P.10

総合防除とは、予防、判断、防除のプロセスにおいて、耕種的・物理的・生物的・化学的防除
などの多様な手法を組み合わせることで、環境負荷を軽減し、化学農薬を適正に使用しつつ、
病害虫や雑草の発生を経済的な被害が生じるレベル以下に抑制する手法です。
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ポイント

ポイント
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斑点米カメムシ類の総合防除体系における防除手段

雑草管理・除去 ー斑点米カメムシ類を増やさないー
発生源となる雑草地・休耕地等 → なるべく減らす、可能なら草刈り
水田内雑草 → 適切な雑草防除（水田に侵入したカメムシの増殖を防ぐ）

畦畔除草 ー水田への侵入を防ぐー
畦畔、農道、水田周囲のイネ科雑草等 → イネの出穂１～２週間前までに刈り取り

（カメムシの発生源、中継地とさせない）
薬剤散布 ー稲穂への加害を防ぐー
水田に侵入したカメムシ → 適期の薬剤処理

［穂揃い期～出穂10日後（多発生：＋その７～10日後）］
※使用薬剤や発生種を考慮する必要がある。イネカメムシ

による不稔を防ぐ目的では出穂期の防除が有効

防除効果を高めるには
圃場や周辺環境間を移動 → 広域・一斉の防除が望ましい

品種選択 ー被害の出にくい品種を使うー
割れ籾率の低い品種 → カスミカメムシ類は籾殻を貫通させて加害できない

（割れ籾が生じなければ被害は大きくなりにくい）

耕種的防除

耕種的防除

耕種的防除

化学的防除

プラスα

予防

予防

予防 診断（タイミング）

診断（タイミング） 防除

予防 防除
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本日の講演内容

斑点米カメムシ類に関する最近の話題
• 近年の発生動向
• 発生に影響する要因
• 気温の影響
• 再興害虫イネカメムシ

総合防除における斑点米カメムシ類対策
• 斑点米カメムシ類の防除
• 総合防除に役立つ研究開発事例
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研究開発事例の紹介

農林水産省委託プロジェクト「省力的なIPMを実現する
病害虫予報技術の開発」（JPJ011280）

オープンイノベーション研究・実用化推進事業 開発研
究ステージ・病害虫防除対応タイプ「衛星画像等のICT
を活用したイネカメムシの総合防除技術の開発」
（07024c4）
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省力的なIPMを実現する病害虫予報技術の開発

・IPMとは：Integrated Pest Management（総合防除）の略称で、利用可能な全
ての防除技術の経済性を考慮しながら総合的に講じることで、結果的に病害虫の発
生を抑制しつつ、環境に対する負荷を軽減する技術

・省力的IPMの目的：水稲病害虫を防除するために、「①病害虫発生に関与する未
解明要因の解析と利用」、「②IoTやAI技術を利用した発生予測情報の利活用」、
「③化学農薬の使用量の低減に資する防除技術情報の提示」を新規軸とする研究開
発事業

・省力的IPMの研究開発の目標
（１）水稲病害虫の発生予測技術の開発
（２）水稲病害虫の発生に関与する要因の解析と予測モデルの検証
（３）水稲病害虫の発生予測システムの開発と農業情報連携基盤WAGRIへの

WebAPIの搭載

・実施体制：代表機関：農研機構（植防研・九沖研・農環研・農情研）
共同研究機関：岩手農研、宮城古川農試、茨城農総セ、

新潟農総セ、長野農試、滋賀農技セ、
三重農研、兵庫農総セ、山口農総セ、佐賀農研
奈良女子大学、株式会社ビジョンテック

・研究開発期間：５年間（2022～2026年度）
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水稲病害虫防除における現状と課題

• 気候変動により水稲の病害虫の突発的な発生や分布・発生拡大による被
害が増加 

• 化学農薬の散布を予防的・計画的に実施する生産者も多い
• 薬剤の散布適期が短く、かつ発生時期や発生量の年次変動が大きい 
• 品種や作期の多様化や管理している水田の分散化→管理の複雑化

生産者がより高精度な防除の判断を行えるよう、水田一筆単位で病害虫の発生
時期や発生リスクを予測し、リアルタイムで情報を伝達できるシステムの確立

防除の要否や時期の判断には、地域の防除所等の発する発生予察情報が利
用されているが、入手には一定の時間（タイムラグ、手間）を要する

• 1kmメッシュ農業気象データの利用
• メールによる散布適期情報の配信

診断

化学的防除 耕種的防除

現状
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対象：水稲病害虫18種

急激に蔓延して重大な損害を与える恐れがある国の指定有
害動植物から発生予測が可能な種を選抜

病害６種 主要糸状菌・細菌病
害虫11種 海外飛来性、

ウイルス媒介、
初期発生害虫、
斑点米カメムシ類

害貝１種 スクミリンゴガイ

合計18種を対象とする

1. イネいもち病 3.  イネ紋枯病2. イネ稲こうじ病 4. イネもみ枯細菌病 5. イネごま葉枯病 6. イネ白葉枯病

10. コブノメイガ 11. フタオビコヤガ 12. イネミズゾウムシ

17. ツマグロヨコバイ

14. アカスジカスミカメ

7. トビイロウンカ

8. セジロウンカ 13. イネドロオイムシ

16. クモヘリカメムシ
15. アカヒゲホソミドリ

カスミカメ

9. ヒメトビウンカ

18. スクミリンゴガイ
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水稲病害虫18種の発生予測アプリケーション
(発生時期・世代・量、薬剤散布適期)

水稲病害虫18種の発生予測アプリケーション(発生時期・世代・量、薬剤散布適期)

診断ページから
各病害虫種の
予測に必要な
情報を登録

病害6種、害虫
10種の合計18
種の発生予測
システム（デ
モ版）を搭載

圃場や品種・
出穂期等の
情報を登録

水稲病害虫の発生予測システム（デモ版）の初期画面（スナップショットR7.1現在）
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斑点米カメムシ類の発生予測・薬剤散布適期連絡システム

・登録した薬剤キラップフロアブル１回目の散布適期になりました。
出穂期から7日間以内であることを確認して散布してください。

草刈り推奨日 散布適期予定日
発生している
カメムシ種
（選択）

予測出穂期

薬剤の登録

散布予定時期
の登録

入力
選択 出力

診断

後日
配信

イネの生育状況に応じて斑点米カメムシ類の防止効果が高い散布時期を予測

耕種的防除
化学的防除
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「オープンイノベーション研究・実用化推進事業」開発研究ステージ・病害虫防除対応タイプ
研究の目的（背景）

・近年、水稲の斑点米と不稔籾の
両方を生じさせるイネカメムシの
発生量が増加

・一部地域では特定の農薬に対して
抵抗性をもつ個体も出現

農薬のみに依存せずに
イネカメムシの被害を
防ぐ新技術を開発する

①発生を予防するための
リスク評価技術の開発

③農薬のみに依存しないための防除支援技術の開発

②適切な判断のための技術開発

研究内容（実施体制）

・衛星画像データから近年の多発要因
を解明し、発生の予防法を開発

・低温耐性やゲノム情報から今後の
分布拡大を予測
（農研機構植防研）

・フェロモンや植物香気成分を利用した
発生予察法の開発
（農研機構植防研、東北大、山口県農林総合セ）

・エチプロール抵抗性の
分子診断技術の開発
（農研機構生物研）

・圃場ごとの被害リスクの予測技術
を開発 （農研機構東北研）

・出穂期と発生密度との関係を解析
（兵庫県農林水技セ）

モデル・基礎
データの提供

・防除支援システムを開発
（農研機構植防研）

・防除支援システムの精度を検証
（埼玉県農研セ、三重県農研、福岡県農総試）

不稔籾

斑点米
イネカメムシ

発生リスク予測技術にもとづく予防的
防除技術や発生予察法、薬剤抵抗
性診断技術および適時適切な農薬
散布をサポートする防除支援システム
の開発によりイネカメムシの総合防除
技術を確立する。

最終目標

開発した技術の公的機関による普及
および民間事業者を介した社会実装
により、農薬のみに依存せずにイネカ
メムシの被害を早期に鎮静化させる。

期待される効果・貢献

イネカメムシの
総合防除技術の

確立

衛星画像等のICTを活用したイネカメムシの総合防除技術の開発
(2025-2027）

予防
診断

防除診断


